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９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
新
し
く

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
の
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
全
日
本
民
医
連
も
改
憲
阻
止
闘
争
本
部

を
立
ち
上
げ
、
署
名
運
動
を
中
心
に
改
憲
発
議
阻
止
の
運
動

を
広
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
知
民
医
連
で
も
１
月
２８
日
理
事
会
に
お
い
て
、
改
憲
阻

止
闘
争
方
針
「
憲
法
を
学
ぼ
う
・
生
か
そ
う
『
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
全
国
署
名
』
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
ま
で
を
取
り
組
み
の
節
目
と
し
て
、

憲
法
守
ろ
う
の
署
名
と
世
論
を
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

「
新
署
名
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
」開
催
さ
れ
る

新
し
く
始
ま
っ
た
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
を

出
足
よ
く
進
め
て
い
こ
う
と
、

憲
法
改
悪
反
対
愛
知
共
同
セ
ン

タ
ー
、
安
保
破
棄
愛
知
県
実
行

委
員
会
、
自
由
法
曹
団
愛
知
支

部
の
主
催
で
「
新
署
名
キ
ッ
ク

オ
フ
集
会
」
が
１
月
２１
日
に
労

働
会
館
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
併
用
で

開
催
さ
れ
、
７３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

日
本
福
祉
大
学
の
三
宅
裕
一

郎
教
授
が
「
憲
法
改
悪
策
動
の

新
局
面
と
闘
い
の
展
望
」
と
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

三
宅
教
授
の
講
演
・
概
要

１
、
改
憲
動
向
の
現
段
階

改
憲
政
党
の
衆
院
選
選
挙
公

約
を
み
る
と
、
自
民
党
は
「
相

手
領
域
内
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等

を
阻
止
す
る
能
力
の
保
有
」
と

し
て
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
保
有
を
言
明
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
国
憲
法
の
改
正
を
目
指

す
」
の
章
で
は
、
改
憲
４
項
目

を
ベ
ー
ス
に
「
全
国
各
地
で
、

憲
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
」
を
行
い
、
早
期

の
憲
法
改
正
を
目
指
す
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

日
本
維
新
の
会
も
自
民
党
に

同
調
し
て
「
領
域
内
阻
止
能
力

の
構
築
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
民
民
主
党
は
「
日
米
安
保

体
制
を
さ
ら
に
安
定
的
に
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
」
こ
と
を

明
示
し
、
憲
法
に
つ
い
て
も

「
国
会
で
建
設
的
な
憲
法
論
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
し
て

改
憲
論
議
の
旗
振
り
役
の
姿
勢

を
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
維
新
の
会
と
国
民
民
主

党
は
、
衆
参
両
院
の
憲
法
審
査

会
を
国
会
開
会
中
は
毎
週
定
例

日
に
開
催
す
る
こ
と
を
自
民
党

な
ど
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
合

意
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
維

新
が
改
憲
国
民
投
票
を
２
０
２

２
年
参
院
選
と
同
時
実
施
を
主

張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
国

民
民
主
は
慎
重
な
立
場
を
と
っ

て
お
り
相
違
が
み
ら
れ
ま
す
。

２
、
２
０
２
２
年
の

改
憲
動
向
の
行
方

昨
年
１２
月
１６
日
、
立
憲
民
主

党
は
衆
院
憲
法
審
査
会
で
改
憲

の
国
民
投
票
運
動
中
の
Ｃ
Ｍ
及

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
規
制

に
つ
い
て
の
議
論
を
先
に
と
主

張
し
、
改
憲
論
議
に
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
自
民
・
維
新
は
具
体

的
な
改
憲
項
目
や
改
憲
原
案
の

審
議
も
同
時
に
と
主
張
。
ま
た
、

改
憲
テ
ー
マ
ご
と
に
分
科
会
設

定
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
複
数

だ
さ
れ
る
な
ど
、
議
論
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

改
憲
へ
の
突
破
口
と
し
て
「
緊

急
事
態
条
項
」
に
つ
い
て
の
議

論
が
国
民
民
主
、
公
明
、
自
民

か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

３
、
改
憲
潮
流
の
主
力
と
し
て

の
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
論

三
宅
教
授
は
、
今
の
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
論
の
特
徴
と
し

て
、
①
過
去
の
自
民
党
か
ら
の

提
案
と
は
異
な
り
、
今
回
は
政

府
が
主
導
し
て
い
る
。
②
北
朝

鮮
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
中
国

が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
③

「
攻
撃
（
反
撃
）
」
と
い
う
表

現
を
回
避
し
、
「
抑
止
力
」
と

い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
正

当
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

と
し
て
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

今
後
の
運
動
に
つ
い
て
三
宅

教
授
は
、
い
ま
の
政
府
が
目
指

す
安
全
保
障
政
策
が
、
本
当
に

あ
ら
ゆ
る
問
題
点
を
踏
ま
え
た

上
で
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
政

策
と
し
て
実
現
可
能
な
も
の
か

ど
う
か
、
と
い
う
視
点
が
必
要

で
す
し
、
軍
事
が
も
た
ら
す
リ

ア
ル
な
結
果
（
不
合
理
性
・
非

賢
明
性
、
無
益
性
）
を
共
感
の

得
ら
れ
る
「
表
現
」
で
市
民
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
、

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
野
党
共
闘
の
再
点

検
と
強
化
に
つ
い
て
も
呼
び
か

け
が
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
続
い
て
、
愛
知
共

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
署
名
運
動

の
提
案
が
行
わ
れ
、
①
職
場
・

地
域
で
憲
法
学
習
会
を
開
催
し

よ
う
。
②
職
場
・
地
域
で
対
話

を
重
視
し
て
署
名
運
動
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。
③
新
署
名
の
集

約
は
各
組
織
の
上
部
団
体
に
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
と
の
３
点
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

愛知民医連・改憲阻止闘争方針
憲法を学ぼう・生かそう

「憲法改悪を許さない全国署名」を大きくひろげよう
（行動提起のみ抜粋）

２０２２年１月２８日
愛知民医連 理事会

＜行動提起＞
①いまの憲法が持っている輝きを知ることが、改悪を許さない第一歩です。
各法人で憲法 cafe、人権 café、民医連綱領学習に積極的に取り組みま
しょう。
②また、全日本民医連第４５回定期総会決定学習月間が２０２２年４月～７月に
取り組まれます。ここで視聴が呼びかけられる学習DVDでも憲法の魅
力を学べるよう編集されます。それぞれの法人で全職員の視聴学習のと
りくみをお願いします。
③組合員・共同組織やまちづくり、コロナ禍で結びついた様々な団体と手
を結び、改憲発議阻止の運動を広げましょう。
④「憲法改悪を許さない全国署名」の推進が、運動の柱になります。愛知
民医連として、署名運動を推進する「２０筆チャレンジャー」を募集しま
す。県連に登録して、７月の参議院選挙をめざして２０筆を集めましょう。
各法人でも積極的な署名推進をお願いします。（チャレンジャー登録の
方法は後日お知らせします。）
⑤各法人では、取り組みをニュースにして愛知民医連にお寄せ下さい。愛
知民医連新聞などを通じて、各法人の運動をお知らせするようにしてい
きます。

以上

みみ
なな
とと

☆
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
か
め
じ
ま
で
は
、
１
月
１
日

に
、
入
居
者
さ
ま
が
中
心
と
な

り
新
春
の
お
茶
会
を
開
催
し
、

新
た
な
年
の
始
ま
り
を
祝
い
ま

し
た
。

☆
１
月
８
日
に
熱
田
・
瑞
穂
区

が
『
新
春
の
つ
ど
い
』
を
開
催

し
、
組
合
員
と
職
員
が
新
年
の

喜
び
を
祝
い
ま
し
た
。

南南

☆
南
医
療
生
協
３
委
員
会
合
同

企
画
と
し
て
映
画
「
食
の
安
全

を
守
る
人
々
」
の
自
主
上
映
会

を
十
分
な
感
染
対
策
を
実
施
し

た
上
で
１
月
１６
日
・
１７
日
の
両

日
で
延
べ
１
８
０
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。北北

☆
コ
ロ
ナ
で
見
合
わ
せ
て
い
た

活
動
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
き
た

矢
先
に
今
回
の
感
染
拡
大
。
職

員
や
利
用
者
様
の
感
染
も
あ
り
、

対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
。

☆
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
、

供
給
量
が
不
十
分
で
、
思
う
よ

う
に
予
約
が
入
れ
ら
れ
ず
、
苦

慮
し
て
い
る
。

☆
１
月
末
に
第
３
四
半
期
の
総

括
討
議
を
行
い
、
来
年
度
予
算

討
議
始
ま
る
。

名名

南南

☆
資
金
募
集
・
健
診
・
友
の
会

員
増
や
し
の
年
間
目
標
総
達
成

を
め
ざ
し
、
２
月
〜
３
月
年
度

末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

☆
名
南
会
友
の
会
は
、
社
保
署

名
推
進
に
向
け
て
、
「
医
療
・

介
護
・
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
」

に
つ
い
て
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し

２４
名
の
参
加
で
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。尾尾

張張

☆
尾
張
健
友
会
グ
ル
ー
プ
学
術

運
動
交
流
発
表
会
を
３３
演
題
で
、

２
月
１１
日
よ
り
職
員
・
友
の
会

向
け
に
院
内
ペ
ー
ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
視
聴
可

能
。

☆
１
月
２２
日
の
核
兵
器
禁
止
条

約
発
効
１
周
年
に
合
わ
せ
て
、

１
月
２１
日
プ
ラ
ス
タ
ー
や
横
断

幕
を
手
に
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
署
名
行
動
へ
、
職
員
３８
名
と

友
の
会
７
名
が
参
加
。

フフ
ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
日
談
と

題
し
た
班
会
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
、

こ
の
間
２
回
班
会
に
参
加
。
共

同
組
織
で
希
望
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
出
か
け
ま
す
。

☆
東
海
北
陸
地
協
の
薬
剤
師
部

門
で
コ
ロ
ナ
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
焦
点

を
あ
て
た
ワ
ク
チ
ン
の
有
用
性

安
全
性
の
と
ら
え
方
と
い
う
学

習
会
を
開
き
、
医
師
含
め
５０
名

余
り
で
有
意
義
に
学
び
ま
し
た
。

☆
４
月
の
改
訂
で
薬
局
の
調
剤

報
酬
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
化

し
そ
う
で
対
応
に
大
わ
ら
わ
で

す
。

はは
みみ
んん
ぐぐ

☆
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国

署
名
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
域

の
９
条
の
会
な
ど
に
連
帯
し
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

☆
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
伴
い
、
各
病
院
施
設
の
一
部

で
往
診
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
、

受
診
控
え
で
外
来
患
者
数
も
減

っ
て
お
り
、
今
後
の
診
療
継
続

と
経
営
へ
の
影
響
が
甚
大
で
す
。

第４５２号

愛
知
民
医
連
理
事
会

改
憲
阻
止
闘
争
方
針
を
決
定

愛
知
民
医
連
理
事
会

改
憲
阻
止
闘
争
方
針
を
決
定

「憲法改悪を許さない全国署名」大きくひろげよう「憲法改悪を許さない全国署名」大きくひろげよう
憲法を学ぼう・生かそう憲法を学ぼう・生かそう

三宅教授の講演は ZOOM／新署名キックオフ集会
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渥
美
弁
護
士
の

講
演
・
概
要

■
２
０
１
３
年
生
活
保
護

基
準
・
見
直
し
の
内
容

国
は
、
生
活
扶
助
基
準
（
生

活
保
護
基
準
の
う
ち
生
活
費
部

分
）
を
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

３
年
間
か
け
て
６
７
０
億
円
、

平
均
６
・
５
％
、
最
大
１０
％
引

き
下
げ
ま
し
た
。
こ
の
６
７
０

億
円
の
内
訳
は
、
ゆ
が
み
調
整

（
所
得
下
位
１０
％
の
層
と
生
活

扶
助
基
準
を
比
較
す
る
と
「
ゆ

が
み
が
あ
る
」
と
し
て
９０
億
円

削
減
）
と
、
デ
フ
レ
調
整
（
物

価
の
下
落
が
４
・
７８
％
あ
り
、

可
処
分
所
得
が
増
え
た
と
し
て

５
８
０
億
円
を
削
減
）
と
い
う

も
の
で
す
。

■
裁
判
の
争
点

⑴
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の

計
算
方
法
の
問
題

国
が
デ
フ
レ
調
整
と
し
て
示

し
た
物
価
下
落
率
４
・
７８
％
は

異
常
に
大
き
す
ぎ
ま
す
。
そ
の

原
因
は
、
①
厚
労
省
が
独
断
で

平
成
２０
年
か
ら
の
推
移
を
比
較

す
る
と
い
う
設
定
を
し
た
こ
と
、

②
原
油
高
が
あ
っ
た
平
成
２２
年

の
物
価
を
使
用
し
て
下
落
率
を

大
き
く
描
い
た
、
③
パ
ソ
コ
ン

や
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
化
需
要
に

よ
る
価
格
の
下
落
、
④
生
活
保

護
受
給
者
の
消
費
実
態
を
見
ず

に
一
般
世
帯
の
消
費
実
態
で
計

算
、
⑤
専
門
家
に
よ
る
検
討
を

経
ず
に
厚
労
省
独
断
で
計
算
し

た
こ
と
、
で
す
。
名
古
屋
地
裁

は
こ
の
よ
う
な
偏
っ
た
姿
勢
を

直
視
せ
ず
に
不
当
判
決
を
行
い

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
計
算
方

法
の
是
非
が
争
点
の
ひ
と
つ
で

す
。

※
Ｃ
Ｐ
Ｉ
�
消
費
者
物
価
指
数

⑵
デ
フ
レ
に
よ
る
可
処
分
所
得

の
実
質
的
増
加
の
有
無

４
・
７８
％
の
物
価
下
落
が
あ

り
実
際
に
可
処
分
所
得
が
増
え

た
の
か
ど
う
か
が
、
高
裁
で
は

最
重
要
争
点
に
な
り
ま
す
。

⑶
行
政
裁
量
と

司
法
審
査
の
問
題

国
は
、
生
活
保
護
基
準
は
厚

生
労
働
大
臣
の
裁
量
に
よ
る
も

の
で
、
ど
う
い
う
資
料
、
知
見

に
基
づ
い
て
判
断
す
る
か
も
裁

量
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
可
処
分
所
得
が
４
・
７８

％
分
増
加
し
た
か
ど
う
か
は
事

実
の
問
題
で
あ
り
、
裁
量
で
正

当
化
で
き
な
い
問
題
で
す
。
こ

の
こ
と
も
重
要
な
争
点
で
す
。

■
経
済
学
者
３
氏
が

意
見
書
を
提
出

渥
美
弁
護
士
は
、
今
回
経
済

学
者
３
氏
か
ら
高
裁
に
意
見
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
と
報

告
し
、
意
見
書
の
要
点
を
次
の

よ
う
に
紹
介
し
ま
し
た
。

★
古
賀
専
修
大
学
教
授
の
意
見

書
は
、
①
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ

Ｉ
の
算
出
方
法
は
、
学
術
的
根

拠
は
な
く
、
国
際
的
な
議
論
に

も
と
づ
く
根
拠
も
な
い
と
指
摘
。

②
物
価
の
下
落
率
の
計
算
に
差

が
あ
る
の
は
テ
レ
ビ
の
影
響
が

大
き
く
、
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

や
地
デ
ジ
化
で
需
要
増
大
、
価

格
下
落
に
よ
っ
て
消
費
者
物
価

指
数
を
大
き
く
押
し
下
げ
た
。

③
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
上

記
の
テ
レ
ビ
等
の
影
響
を
受
け

て
大
き
な
下
落
率
と
な
っ
た
。

④
家
計
調
査
の
一
般
世
帯
の
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
物
価
変
動
と
は

乖
離
が
生
じ
る
。
⑤
生
活
扶
助

相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
下
落
分
を
も
っ

て
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
可
処

分
所
得
の
増
加
分
と
は
と
ら
え

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
専
門
家
の

見
識
を
反
映
す
べ
き
だ
っ
た
。

…
…
と
い
う
も
の
。

★
阿
部
名
古
屋
学
院
大
学
教
授

の
意
見
書
は
、
①
デ
フ
レ
調
整

の
目
的
は
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
可
処
分
所
得
の
変
化
を
把
握

し
、
生
活
保
護
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
だ
が
、
②
生
活
扶
助
相
当

Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
参
照
時
点
を
平
成
２２

年
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
価

格
が
大
幅
に
下
落
し
た
デ
ジ
タ

ル
家
電
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
③
算
定
式
に

使
っ
た
パ
ー
シ
ェ
方
式
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
の
価
格
低
下

の
著
し
い
品
目
の
影
響
が
過
大

に
評
価
さ
れ
る
。
参
照
時
点
を

平
成
２２
年
と
し
た
こ
と
で
こ
の

乖
離
が
大
き
く
な
っ
た
。
④
家

計
調
査
の
ウ
エ
イ
ト
で
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
可
処
分
所
得
の

変
化
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可

能
。
⑤
デ
フ
レ
調
整
を
実
施
す

る
手
続
き
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

⑥
厚
労
省
の
算
出
方
法
で
は
、

デ
フ
レ
調
整
の
目
的
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
…
…
と
い

う
も
の
。

★
鈴
木
北
海
学
園
大
学
教
授
の

意
見
書
は
、
①
生
計
費
の
変
動

を
通
じ
て
可
処
分
所
得
に
変
動

が
も
た
ら
さ
れ
る
。
②
生
計
費

は
そ
の
世
帯
が
購
入
し
な
い
物

の
価
格
が
変
動
し
て
も
影
響
を

受
け
な
い
か
ら
、
本
来
は
そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
ご
と
に
算
出
さ
れ

る
も
の
だ
が
、
消
費
者
全
体
に

関
わ
る
物
価
の
変
動
を
捉
え
て

可
処
分
所
得
の
変
動
を
見
よ
う

と
す
る
と
き
、
集
団
の
特
定
化

を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
③
可
処
分
所
得
の
変
動
の

測
定
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
る

人
々
の
消
費
実
態
に
合
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に

は
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
論

外
。
④
社
会
保
障
生
計
調
査
を

用
い
て
試
算
す
る
と
、
下
落
率

は
１
％
台
。
総
務
省
Ｃ
Ｐ
Ｉ
に

沿
っ
て
試
算
し
て
も
２
・
２６
％
。

生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
下
落

率
４
・
７８
％
に
は
程
遠
い
。
⑤

生
活
保
護
世
帯
の
物
価
下
落
率

が
一
般
世
帯
よ
り
も
大
き
く
な

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
⑥
各

種
試
算
か
ら
妥
当
な
値
は
１
％

台
中
盤
〜
２
％
程
度
。
４
・
７８

％
は
過
剰
な
調
整
。
⑦
以
上
の

点
か
ら
、
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ

Ｉ
は
物
価
変
動
に
よ
る
可
処
分

所
得
の
実
質
的
変
動
を
測
定
す

る
指
標
と
し
て
は
明
ら
か
に
不

適
切
。
…
…
と
い
う
も
の
。

続
い
て
渥
美
弁
護
士
は
今
後

の
裁
判
予
定
を
紹
介
し
、
最
後

に
、
大
阪
以
外
の
６
地
裁
で
敗

訴
が
続
い
て
い
る
。
運
動
を
広

げ
て
流
れ
を
変
え
よ
う
と
呼
び

か
け
て
講
演
を
締
め
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
榑
松
事
務
局
長
が

行
動
提
起
と
し
て
、
市
民
宣
伝

と
裁
判
傍
聴
の
参
加
呼
び
か
け

を
行
い
、
閉
会
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
内
河
弁
護
団
長
は
「
生
活

保
護
受
給
者
の
現
実
の
生
活
を

裁
判
官
が
き
ち
ん
と
見
て
、
憲

法
２５
条
を
ど
う
考
え
る
か
。
そ

こ
に
思
い
を
寄
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

１
月
２４
日
名
古
屋
高
裁

「
デ
フ
レ
調
整
」の

違
法
性
を
主
張

１
月
２４
日
、
い
の
ち
の
と
り

で
裁
判
の
名
古
屋
高
裁
・
控
訴

審
第
４
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ

ま
し
た
。

経
済
学
者
３
氏
が
提
出
し
た

意
見
書
は
、
厚
労
省
が
生
活
保

護
基
準
引
下
げ
の
根
拠
と
し
た

「
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
の

問
題
点
と
「
デ
フ
レ
調
整
」
の

違
法
性
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
渥
美
弁
護
士
が
意
見

書
を
基
に
意
見
陳
述
を
行
い
、

「
判
断
過
程
に
過
誤
・
欠
落
が

あ
り
、
厚
労
大
臣
の
裁
量
権
を

逸
脱
・
濫
用
し
た
も
の
で
あ
り

違
法
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

裁
判
後
に
は
報
告
集
会
が
行

わ
れ
、
内
河
弁
護
団
長
が
「
意

図
的
な
統
計
操
作
は
と
ん
で
も

な
い
と
い
う
批
判
・
世
論
を
つ

よ
め
る
こ
と
と
、
裁
判
所
に
は

原
告
を
救
う
気
持
ち
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
が
ん
ば

ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
原
告
の

女
性
は
「
み
な
さ
ん
の
支
援
を

励
み
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
予
定
】

●
名
古
屋
高
裁

第
５
回
口
頭
弁
論

４
月
２５
日(

月)

午
後
２
時
半
開
廷

●
名
古
屋
高
裁

第
６
回
口
頭
弁
論

７
月
１１
日(

月)

午
後
２
時
半
開
廷

名
古
屋
高
裁
の
控
訴
審
第
４
回
口
頭
弁
論
（
１
月
２４
日
）

を
前
に
し
て
、
１
月
１５
日
に
控
訴
審
で
の
逆
転
勝
利
を
め
ざ

す
学
習
会
が
名
古
屋
市
内
の
労
働
会
館
本
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
、
愛
知
民
医
連
も
参
加
し
て
い
る
「
生
活
保

護
基
準
引
き
下
げ
反
対
愛
知
連
絡
会
」
。
参
加
は
リ
モ
ー
ト

参
加
７
名
を
含
め
て
３３
名
で
し
た
。

愛
知
弁
護
団
の
渥
美
雅
康
弁
護
士
が
講
師
を
務
め
、
裁
判

で
の
争
点
と
今
回
裁
判
所
に
意
見
書
を
提
出
い
た
だ
い
た
３

人
の
経
済
学
者
の
論
点
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

いいののちちののととりりでで裁裁判判のの争争点点をを語語るる渥渥美美弁弁護護士士

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
と
は

国
は
、
２
０
１
３
年
に
平
均
６
・
５
％
・
最
大
１０
％
の
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
を

決
め
、
３
回
に
分
け
て
実
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
史
上
最
大
規
模
の
生
活
保
護
基
準
改
悪
で
あ
り
、
現
在
、
全
国
２９
都
道
府
県
、

千
名
を
超
え
る
原
告
が
違
憲
訴
訟
を
提
起
し
、
国
・
自
治
体
を
相
手
に
裁
判
で
闘
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
裁
判
は
、
作
家
の
雨
宮
処
凛
さ
ん
の
命
名
で
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
と

呼
ば
れ
、
支
援
す
る
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
賛
同
団
体
に
は

全
日
本
民
医
連
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
の
裁
判
で
は
、
２
０
２
０
年
６
月
２５
日
に
名
古
屋
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
対
し
て
厚
生
労
働
省
の
裁
量
を
認
め
る
と
い
う
国
の
主
張
ど
お

り
の
不
当
な
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
原
告
・
弁
護
団
は
た
だ
ち
に
控
訴
し
、
現
在

１５
人
の
方
々
が
国
や
名
古
屋
市
な
ど
に
処
分
取
り
消
し
を
求
め
て
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所

で
争
っ
て
い
ま
す
。

初
め
ま
し
て
僕
の
名
前
は

ユ
ン
ボ
で
す
。
ユ
ン
ち
ゃ
ん

と
呼
ん
で
ね
。
７
か
月
男
の

子
、
体
重
は
５
・
６
キ
ロ
、

性
格
は
や
ん
ち
ゃ
で
甘
え
ん

坊
、
皆
か
ら
イ
ケ
メ
ン
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
僕
は
去
年

７
月
１
日
、
公
園
で
泣
い
て

い
た
と
こ
ろ
を
あ
る
猫
好
き

の
女
性
が
保
護
し
て
く
れ
た

ん
だ
。
そ
の
人
が
今
の
僕
の

飼
い
主
に
引
き
合
わ
せ
て
く

れ
て
一
緒
に
住
む
こ
と

に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
今

で
は
こ
こ
の
生
活
に
す

っ
か
り
慣
れ
て
留
守
番

も
一
人
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
。
も
し
ど

こ
か
で
僕
を
見
か
け
た

ら
声
か
け
て
ね
！

き

っ
と
仲
良
く
な
れ
る
か

ら
は
み
ん
ぐ
歯
科

歯
科
衛
生
士

松
下

早
苗

名
古
屋
高
裁
・
逆
転
勝
利
を
め
ざ
そ
う

生
保
裁
判
学
習
会
を
開
催

いのちのとりで裁判・控訴審第４回口頭弁論
守ろう生活保護基準

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間らららららららららららららららららららららららららららららららららしししししししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう

初
め
ま
し
て
ユ
ン
ボ
で
す

守ろう憲法２５条
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第４５２号愛 知 民 医 連２０２２年２月号（3）

昨
年
１１
月
２３
日
に
開
催
さ
れ
た
愛
知
民
医
連
・
学
術
運
動

交
流
集
会
で
座
長
賞
を
受
賞
し
た
演
題
の
な
か
か
ら
、
２
つ

の
演
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
病
棟
は
、
特
殊
疾

患
病
棟
で
、
患
者
様
の
９
割
が

体
動
で
き
ず
、
オ
ム
ツ
交
換
を

３
〜
４
回
／
日
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

患
者
様
の
体
位
や
拘
縮
の
程

度
、
パ
ッ
ト
の
フ
ィ
ッ
ト
状
態
、

陰
茎
の
長
さ
、
多
尿
な
ど
様
々

な
原
因
で
オ
ム
ツ
の
漏
れ
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
対
策
を
追
究
し
ま
し
た
。

【
問
題
点
】

１
、
オ
ム
ツ
・
シ
ー
ツ
・
衣
類

交
換
の
追
加
実
施
。

２
、
ア
ウ
タ
ー
や
パ
ッ
ト
の
多

用
で
、
経
済
的
負
担
が
増
し
、

関
節
可
動
域
の
減
少
に
も
つ
な

が
る
。

３
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
。

【
調
査
方
法
】

漏
れ
ト
ラ
ブ
ル
評
価
用
紙
を

用
い
、
気
づ
い
た
点
や
、
漏
れ

方
、
尿
量
が
多
く
な
る
時
間
な

ど
を
分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、

変
更
後
の
評
価
に
つ
い
て
も
記

録
し
ま
し
た
。

【
事
例
】

除
皮
質
硬

直
で
、
下
肢

が
伸
展
肢
位

で
拘
縮
し
て

お
り
、
両
足

が
密
着
し
て

い
る
男
性
で

す
。
両
足
で

尿
が
せ
き
止

め
ら
れ
腹
部

側
に
漏
れ
て

い
ま
し
た
。

腹
部
側
か
ら

当
て
る
方
法

へ
変
更
す
る

た
め
、
夜
用

パ
ッ
ト
（
半

分
）
で
ド
ー

ナ
ツ
型
を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
陰

茎
部
を
入
れ
ま
す
。
し
っ
か
り

と
陰
茎
の
先
が
出
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
残
り
の
パ
ッ
ド
で

覆
い
か
ぶ
せ
、
ア
ウ
タ
ー
で
固

定
し
ま
す
。
結
果
、
漏
れ
ず
に

ほ
と
ん
ど
パ
ッ
ド
内
で
尿
吸
収

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
患
者
様
に
あ
わ
せ
、

陰
茎
を
挟
み
込
む
、
広
い
面
を

使
う
な
ど
、
パ
ッ
ト
の
使
い
方

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
尿
漏
れ

が
減
少
し
ま
し
た
。

オ
ム
ツ
を
持
ち
込
ま
れ
て
い

る
ご
家
族
か
ら
は
、
「
多
い
と

き
は
１
週
間
で
な
く
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
う
ま
く
当
て
て
い

た
だ
け
て
い
る
と
思
っ
た
」
と

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

尿
漏
れ
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す

る
こ
と
で
、
仕
事
量
軽
減
や
患

者
様
の
不
快
感
の
軽
減
、
家
族

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
も
尿
漏
れ
対
応
が
継
続

で
き
る
よ
う
、
技
術
指
導
を
欠

か
さ
ず
、
原
因
検
討
や
当
て
方

の
変
更
・
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

愛愛知知民民医医連連ホホーームムペペーージジでで
県県連連学学術術運運動動交交流流集集会会をを視視聴聴ででききまますす
愛知民医連ホームページの「職員専用ページ」から配信中。
●全体会の記念講演「人権Cafe へようこそ」
（明日の自由を守る若手弁護士の会・
黒澤いつき氏）動画、

●各分科会動画・資料

※ユーザー名、パスワードは、
法人本部または県連事務局に
お問い合わせください。

今
回
、
当
院
新
型
コ
ロ
ナ
病

棟
へ
の
理
学
療
法
士
の
介
入
依

頼
が
あ
り
、
感
染
対
策
を
徹
底

し
た
う
え
で
介
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
病
棟
の

リ
ハ
ビ
リ
介
入
に
あ
た
っ
て
、

腹
臥
位
療
法
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
報
告
を
主
に
行
い
ま
し
た
。

腹
臥
位
療
法
は
、
長
時
間
の
背

臥
位
姿
勢
に
よ
る
背
側
肺
胞
の

虚
脱
予
防
や
循
環
動
態
を
安
定

化
さ
せ
、
人
工
呼
吸
器
挿
管
を

回
避
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
治
療
と
し
て
、

腹
臥
位
療
法
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
腹

臥
位
療
法
を
導
入
す
る
に
あ
た

っ
て
、
方
法
・
手
順
が
わ
か
ら

な
い
、
安
全
管
理
が
難
し
い
と

い
っ
た
不
安
な
声
が
多
く
、
専

門
職
の
介
入
を
強
く
希
望
し
た

た
め
、
Ｐ
Ｔ
が
介
入
と
な
り
ま

し
た
。

取
り
組
み
と
し
て
、
腹
臥
位

療
法
の
学
習
会
を
全
ス
タ
ッ
フ

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
毎
日
実

施
し
、
各
ス
タ
ッ
フ
間
で
手
順

や
方
法
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
行
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
看
護
師

に
と
っ
て
腹
臥
位
療
法
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
い

ざ
陰
圧
テ
ン
ト
内
で
手
順
を
忘

れ
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

手
順
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
で
き
る
だ
け
看
護
師
の
負

担
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

ル
ー
ト
管
理
方
法
を
含
め
た
手

順
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
物
品
の

例
、
除
圧
部
位
の
注
意
点
を
主

に
記
載
し
ま
し
た
。
病
棟
業
務

は
Ｐ
Ｔ
と
し
て
の
業
務
以
外
に

も
、
入
院
患
者
様
の
送
迎
、
使

用
後
病
室
の
清
掃
・
消
毒
、
物

品
準
備
・
破
棄
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
脱
衣

介
助
な
ど
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
の
業
務
も
同
時
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

腹
臥
位
療
法
に
対
し
て
の
、

Ｐ
Ｔ
介
入
後
の
変
化
と
し
て
は
、

腹
臥
位
療
法
の
必
要
な
人
に
は

看
護
師
の
指
導
で
も
実
施
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
介
入

か
ら
の
経
過
と
し
て
は
、
介
入

前
は
１
３
４
名
中
２
名
の
腹
臥

位
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
介
入
後
は
９６
名
中
９０
名
と

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
３９
名
に
は
Ｐ
Ｔ
の
個

別
介
入
を
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
や
廃
用
症
候
群
の
予
防
を
主

に
実
施
し
ま
し
た
。
病
棟
全
体

で
腹
臥
位
療
法
を
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
Ｐ
Ｔ
介

入
後
は
人
工
呼
吸
器
の
挿
管
は

０
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｈ

Ｆ
Ｎ
Ｃ
ま
で
の
管
理
と
な
り
、

患
者
様
の
苦
痛
や
負
担
軽
減
、

治
療
の
促
進
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
腹
臥
位
療
法
を
治
療

と
し
て
行
っ
て
い
く
に
あ
た
っ

て
、
看
護
師
か
ら
は
不
安
感
や

実
施
手
順
が
わ
か
ら
な
い
と
言

っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
が
病
棟
へ
介
入
し
、
学
習

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

頻
回
に
す
る
こ
と
で
、
患
者
様

の
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
の
腹
臥
位
療
法
へ
の
ス
キ

ル
や
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。

専
任
Ｐ
Ｔ
が
い
る
こ
と
で
の
看

護
師
と
の
情
報
交
換
が
円
滑
化

し
ま
し
た
。
職
種
を
超
え
、
チ

ー
ム
と
し
て
一
人
一
人
が
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
強
固
な
チ
ー
ム
と
な
り
、
安

心
安
全
な
医
療
の
提
供
に
な
り

ま
し
た
。

尾
張
健
友
会
は
、
１
月
２１

日
に
、
千
秋
病
院
玄
関
前
と

元
小
山
交
差
点
に
て
、
尾
張

健
友
会
グ
ル
ー
プ
職
員
３８
名

と
友
の
会
７
名
の
参
加
で
、

核
兵
器
禁
止
条
約
１
年
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

日
本
政
府
は
い
ま
す
ぐ
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
！

と
訴
え
た
ボ
ー
ド
を
手
に
大

い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

通
り
ゆ
く
方
の
中
に
は
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た

り
手
を
振
っ
て
応
援
し
て
く

だ
さ
る
方
も
み
え
ま
し
た
。

愛知民医連ホーム
ページにはここか
らお入りください

県
連
第
５１
回
学
術
運
動
交
流
集
会

座
長
賞
受
賞
演
題
の
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
棟
へ
の

リ
ハ
ビ
リ
介
入

腹
臥
位
療
法
に
つ
い
て

協
立
総
合
病
院

理
学
療
法
士

立
松

裕
基

尿
漏
れ
し
や
す
い
患
者
へ
の

オ
ム
ツ
の
取
り
組
み

〜
患
者
負
担
・
業
務
改
善
を
目
指
し
て
〜

医
療
法
人

尾
張
健
友
会

千
秋
病
院

ひ
ま
わ
り
病
棟

山
田
瑠
梨

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
１
周
年

日
本
政
府
は
い
ま
す
ぐ
、核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
！

尾
張
健
友
会
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
署
名
行
動

千秋病院近くの元小山交差点で宣伝・上も同じ
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心
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
よ
う

協
立
総
合
病
院

臨
床
工
学
技
士梅

谷

裕
美

体
だ
け
で
な
く
心
の
健
康
に

も
気
を
つ
け
た
い
１
年
で
す
。

娘
が
テ
レ
ビ
に
出
演
！

千
秋
病
院

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

篠
原

豪
志

娘
が
テ
レ
ビ
愛
知
の
メ
リ
お

っ
と
体
操
に
出
演
し
ま
し
た
！

踊
り
は
で
き
て
る
ん
だ
け
ど
、

顔
が
こ
わ
ば
っ
て
怖
い
顔
に
…
。

次
は
笑
顔
で
が
ん
ば
ろ
う
ね
、

と
両
親
に
言
わ
れ
、
拗
ね
て
い

ま
し
た
。

二
人
の
孫
の
成
長
が
救
い
で
す

岩
倉
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ち
あ
き

ケ
ア
マ
ネ

野
垣

な
を
み

秋
に
生
ま
れ
た
二
人
の
孫
が

す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
、
息
苦
し
い
コ
ロ
ナ
禍

で
の
救
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
く
明
る
い
世
の
中
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

寒
い
日
が
続
き
ま
す

千
秋
病
院

看
護
師

山
田

真
希

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て

体
調
管
理
が
大
変
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

か
な
め
病
院

事
務

舟
橋

康
子

大
変
な
時
期
を
一
緒
に
乗
り

越
え
て
き
た
同
僚
が
も
う
す
ぐ

定
年
退
職
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

気
付
い
て
く
れ
る
か
な
？
い
つ

も
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ー
！！
寂
し
い
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
次
の
仕

事
も
頑
張
っ
て
ね
。
応
援
し
て

ま
す
！！

大
変
な
年
末
年
始
で
し
た

老
健
あ
つ
た
の
森

介
護
福
祉
士

横
江

正
夫

今
年
の
年
末
年
始
は
、
た
い

へ
ん
で
し
た
。
妻
が
自
転
車
と

ぶ
つ
か
っ
た
り
、
年
明
け
に
妻

の
勤
務
病
院
で
職
員
が
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
り
と
、
い
つ
も
と

違
う
年
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
最
高

協
立
総
合
病
院

看
護
師

河
口

恵
子

去
年
は
じ
め
て
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
お

肉
、
味
噌
、
ポ
ン
カ
ン
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
は
何
を
選
ぶ

か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ま
す
。

息
子
が
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
に

尾
張
健
友
会

事
務

本
村

加
奈
子

６
歳
の
息
子
が
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
に
入
会
し
ま
し
た
！
こ

れ
ま
で
の
長
女
と
次
女
に
挟
ま

れ
お
人
形
ご
っ
こ
の
遊
び
か
ら

解
放
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
仲
間
と
の
関
わ
り
を
広
げ
、

逞
し
く
成
長
す
る
姿
を
想
像
し
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
ま
す
。

娘
の
成
長
を
感
じ
ま
す

千
秋
病
院看

護
師

西
藤

葵

公
園
で
遊
ん
で
い
る
時
、
寒

く
な
っ
て
き
た
か
ら
帰
ろ
う
か

と
言
う
と
、
「
寒
く
な
い
！
」

と
鼻
水
垂
ら
し
な
が
ら
抵
抗
す

る
２
歳
娘
。
日
々
成
長
を
感
じ

ま
す
。

癒
さ
れ
ま
し
た

名
南
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き
ず
な

看
護
師

纐
纈

佳
子

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
素
敵

な
写
真
ば
か
り
で
癒
さ
れ
ま
し

た
。

に
じ
っ
こ
ひ
ろ
ば
、
い
い
ね

協
立
総
合
病
院

助
産
師

橋
本

好
恵

子
育
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
に
じ
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
良
い
で

す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
仲
間
と

一
緒
に
子
育
て
出
来
る
の
は
、

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
の

協
力
に
感
謝
！
頑
張
っ
て
継
続

し
て
欲
し
い
で
す
。

孫
の
動
画
が
楽
し
み
で
す

老
健
か
た
ら
い
の
里

ケ
ア
マ
ネ

松
永

美
加

ス
マ
ホ
に
送
ら
れ
て
く
る
、

一
歳
に
な
っ
た
孫
の
動
画
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

胸
い
っ
ぱ
い
で
す

老
健
あ
ん
き

看
護
師

小
川

美
由
紀

こ
の
度
１０
年
働
い
た
病
院
を

離
れ
、
老
健
に
異
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
同
僚
か
ら
沢

山
の
嬉
し
い
言
葉
と
贈
り
物
を

頂
き
胸
い
っ
ぱ
い
で
す
。

簡
単
＆
温
か
鍋
料
理

千
秋
病
院
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ

野
村

晶
子

簡
単
＆
温
か
鍋
料
理
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
白
菜
が
お

値
打
ち
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

早
く
帰
れ
る
日
が
来
る
よ
う
に

協
立
総
合
病
院

看
護
師

佐
藤

久
美
子

ま
た
し
て
も
感
染
拡
大
。
な

ん
の
楽
し
み
も
で
き
ず
じ
ま
い

で
す
。
落
ち
着
い
て
い
た
時
に

帰
省
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な

ぁ
ー
と
少
し
後
悔
し
て
お
り
ま

す
！
早
く
帰
れ
る
日
が
き
ま
す

よ
う
に
。

に
じ
っ
こ
ひ
ろ
ば
い
つ
も
笑
顔

生
協
わ
か
ば
の
里

作
業
療
法
士

園
田

麻
子

に
じ
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
記
事
読

み
ま
し
た
。
私
も
子
ど
も
が
保

育
園
入
園
前
に
何
度
か
連
れ
て

行
き
ま
し
た
。
い
つ
も
笑
顔
で

迎
え
入
れ
て
く
れ
て
楽
し
く
遊

ん
で
く
れ
る
の
で
と
て
も
心
強

い
存
在
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
も
た
ら

し
た
施
設
へ
の
影
響

〜
生
協
わ
か
ば
の
里

介
護
老
人
保
健
施
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
し
、
病
院
や
施

設
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
影
響

が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

当
施
設
で
も
利
用
者
・
家
族
、

そ
し
て
施
設
経
営
と
し
て
も

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
に
日
々
奮
闘
中
で
す
が
、

施
設
と
し
て
影
響
を
受
け
た

事
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

利
用
者
・
家
族
に
関

す
る
こ
と
と
し
て
は

…
…

一
番
大
き
な
事
は
面
会
制

限
で
利
用
者
・
家
族
の
直
接

的
な
交
流
が
断
た
れ
た
事
で

す
。
家
族
と
会
え
な
い
寂
し

さ
か
ら
活
気
が
無
く
な
り
精

神
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
り
、

利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
認
知
症
が
進
行
し
、
再

会
し
た
時
に
誰
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
外
出
や
外
泊
も
原
則
禁

止
と
な
っ
た
為
、
た
ま
の
外

食
で
好
き
な
物
を
食
べ
る
機

会
も
奪
わ
れ
、
ま
た
家
族
も

会
え
な
い
間
の
不
安
（
職
員

の
顔
も
分
か
ら
な
い
、
ど
ん

な
対
応
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
…
…
な
ど
）
で
、

不
安
が
故
の
ご
意
見
も
た
く

さ
ん
頂
い
て
い
ま
す
。
施
設

行
事
や
利
用
者
間
の
交
流
制

限
、
理
美
容
の
中
止
な
ど
で
、

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
も
低

下
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

施
設
経
営
に
関
す
る

こ
と
と
し
て
は
…
…

新
規
入
所
の
受
け
入
れ
制

限
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
制
限
（
受
け
入
れ
中

止
を
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
）
、
ま
た
「
入
所
す
る
と

外
出
や
外
泊
、
面
会
が
で
き

な
く
な
る
の
で
…
…
」
と
入

所
を
控
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

稼
働
率
は
低
下
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
へ
帰
る

事
は
延
期
し
た
い
」
「
他
施

設
へ
移
る
事
も
控
え
た
い
」

と
退
所
控
え
も
多
く
あ
り
、

老
健
と
し
て
の
要
で
あ
る
在

宅
復
帰
率
・
ベ
ッ
ド
回
転
率

も
低
下
し
ま
し
た
。

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ケ
ー
ス
は
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

現
在
第
６
波
の
最
中
、
経

営
も
維
持
し
つ
つ
、
併
せ
て

利
用
者
・
家
族
の
満
足
度
を

落
と
さ
ず
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
日
々
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
施

設
全
体
で
、
先
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘

い
、
近
い
未
来
に
ま
た
平
穏

な
日
常
が
戻
る
事
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。

支
援
相
談
員や
も
り

矢
守

く
る
み

【
た
て
の
カ
ギ
】

１

豆
ま
き
と
言
え
ば

２

期
首⇔

４

不
安
で
恐
ろ
し
く
な
る
こ

と
、
不
信
感
、
警
戒
心

５

食
品
？
帽
子
？

６

あ
ん
○
○
、
黒
○
○
、
ハ

チ
○
○

８

江
戸
時
代
の
離
縁
状

１１

寄
席
で
は
最
後
に
出
演
す

る
人

１２

パ
ン
ク
す
る
と
ぬ
け
る

１３

ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら

な
い
「
○
○
○
に
暮
れ

る
」

１４

聖
書
、
洪
水
、
○
○
の
箱

舟

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
で

出
る

３

麦
を
強
く
丈
夫
に
育
て
る

た
め
に
し
ま
す

７

お
酒
の
お
と
も
？

９

布
団
カ
バ
ー

１０

本
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
す

る
も
の

１２

中
津
川
の
名
物

１４

頭
に
電
極
を
い
っ
ぱ
い
つ

け
て
測
り
ま
す

１５

あ
わ
、
あ
ぶ
く
、
バ
ブ
ル

１６

商
売
人

１７

鬼
は
外
、
福
は
？

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

１
月
号
、
正
解
は
「
ま
つ
か

ざ
り
」
。
応
募
総
数
３４
通
で
全

員
正
解
で
し
た
。
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
柴
田

佳
代
子
さ
ん

（
北
病
院
）

・
古
川

栞
さ
ん

（
老
健
か
た
ら
い
の
里
）

・
西
尾

悟
さ
ん

（
千
秋
病
院
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
�
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
�
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
２
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
３
月
３
日
で
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
愛
知
県
は
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
（
１
月
２１
日
〜
２

月
１３
日
）
を
発
令
し
ま
し
た
。

第
６
波
は
年
明
け
か
ら
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
影
響
で
世
界
的
に
大

波
が
発
生
し
、
愛
知
県
下
で
も

６
千
人
を
超
え
、
感
染
発
生
数

は
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て

い
ま
す
。
全
日
本
民
医
連
は

「
巨
大
な
『
第
６
波
』
に
際
し
、

新
た
な
構
え
で
感
染
対
策
を
徹

底
し
よ
う
」
の
会
長
ア
ピ
ー
ル

を
発
出
し
職
員
の
健
康
を
守
る

こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

☆
１
月
１７
日
か
ら
第
２
０
８
回

通
常
国
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
９
条
改
憲
へ
の
強

い
執
念
を
見
せ
、
改
憲
論
議
を

加
速
さ
せ
る
構
え
で
す
。
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
検
討
」
を
明

言
し
、
軍
事
費
６
兆
円
超
え
の

軍
拡
路
線
を
進
め
て
い
ま
す
。

夏
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
、
憲

法
改
憲
を
許
さ
な
い
全
国
署
名

を
は
じ
め
、
学
習
の
取
り
組
み

を
す
す
め
ま
す
。

☆
２
０
２
２
年
民
医
連
の
「
経

済
的
事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡

事
例
調
査
」
及
び
「
コ
ロ
ナ
禍

を
起
因
と
し
た
困
難
事
例
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

☆
２
０
２
２
年
度
新
入
職
員
研

修
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
す
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

☆
全
日
本
民
医
連
第
４５
回
定
期

総
会
が
２
月
２５
日
〜
２６
日
の
日

程
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま

す
。
１
月
１５
日
に
運
動
方
針
案

が
発
表
さ
れ
、
民
医
連
新
聞
号

外
で
配
布
さ
れ
ま
す
。
今
後
２

年
間
の
方
針
を
決
め
る
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
見
募

集
を
し
ま
す
の
で
、
県
連
事
務

局
ま
で
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

【
１
月
２８
日

第
７
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長

武
田
修
三
】

理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告

６

１１

５

１３

Ｂ
１７

４

９

１５

３

Ａ

Ｅ

８

２

D

１２

Ｃ

１

７

１０

１４

１６

ＥＤＣＢＡ

クロスを解いてＡ～Ｅに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。
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